
宣
化
よ
り
帰
る
　 

佐
賀
県
　
保
利
電
　 

終
戦
の
詔
勅
が
あ
っ
た
の
は
、
私
が
蒙
古
政
府
宣
化
省
宣
化
県

参
事
官
の
時
で
、
日
系
職
員
一
同
と
と
も
に
拝
聴
し
た
。
激
こ
う

し
て
抗
戦
を
主
張
す
る
徒
輩
も
い
た
が
、
森
一
郎
宣
化
省
次
長

（
故
人
、
引
揚
げ
後
、
佐
賀
県
、
副
知
事
）
の
詔
書
必
謹
の
訓
示

が
あ
り
、
そ
の
後
は
、
軽
挙
妄
動
す
る
者
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
頃
、

家
内
は
出
産
間
際
で
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
出
産
で
き
ず
、
た
い

へ
ん
気
を
も
ん
だ
が
、
私
は
県
の
責
任
者
と
し
て
家
庭
の
こ
と
は

か
ま
っ
て
お
れ
ず
て
ん
て
こ
舞
の
忙
し
さ
で
あ
っ
た
。

家
内
は
十
七
日
に
な
っ
て
や
っ
と
男
児
を
出
産
し
た
が
、
体
重

は
四
キ
ロ
以
上
あ
っ
た
と
思
う
。

か
ね
て
在
留
邦
人
に
対
し
て
は
、
領
事
館
よ
り
非
常
警
報
が

鳴
っ
た
ら
、
宣
化
駐
在
の
日
本
軍
警
備
隊
に
避
難
す
る
よ
う
い
わ

れ
て
お
り
、
一
、
二
度
警
報
が
鳴
っ
た
ら
し
い
が
、
私
の
家
で
は
、

家
内
が
動
け
な
い
た
め
避
難
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
何
も
知
ら
な

い
二
人
の
娘
（
満
五
歳
と
二
歳
）
は
、
庭
の
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て

遊
ん
で
い
る
始
末
で
真
に
辛
い
思
い
で
あ
っ
た
。
家
内
は
い
よ
い

よ
の
と
き
は
私
が
与
え
て
い
た
手
榴
弾
か
、
青
酸
加
里
で
母
子
共

に
自
決
す
る
覚
悟
を
決
め
て
い
た
ら
し
か
っ
た
。

二
十
二
日
、
領
事
館
か
ら
、
在
留
邦
人
は
北
京
へ
の
引
揚
げ
列

車
が
到
着
す
る
か
ら
、
午
前
十
時
ま
で
に
宣
化
駅
に
集
合
す
る
よ

う
通
報
が
あ
っ
た
。

宣
化
駅
は
引
揚
げ
邦
人
で
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
あ
ふ
れ
る
ば
か

り
で
あ
っ
た
が
、
引
揚
げ
列
車
は
予
定
の
時
刻
に
な
っ
て
も
な
か

な
か
こ
な
い
。
午
後
遅
く
な
っ
て
、
張
家
口
方
面
か
ら
引
揚
げ
邦

人
を
乗
せ
た
列
車
が
到
着
し
た
の
で
皆
、
わ
れ
さ
き
に
と
必
死
で

乗
り
こ
ん
だ
。
深
夜
、
よ
う
や
く
発
車
し
た
列
車
を
私
は
見
送
り
、

県
城
内
に
引
き
返
す
と
き
は
、
あ
ち
こ
ち
に
銃
砲
声
や
機
関
銃
声

が
鳴
り
響
い
た
が
、
私
は
妻
子
を
送
り
出
し
安
ど
感
か
ら
か
、
そ

れ
ら
の
銃
砲
声
も
子
守
唄
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
、
恐
怖
感
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
城
内
に
戻
り
、
憲
兵
分
隊
と
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
警
備
隊
も
ま
も
な
く
引
揚
げ
る
し
、
憲
兵
隊
も

明
朝
早
く
引
揚
げ
る
と
い
う
。

翌
朝
、
省
長
一
行
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
で
下
花
園
に
向
か
っ



た
。
南
口
駅
発
最
終
の
軍
用
列
車
に
便
乗
し
て
北
京
に
向
か
っ

た
。北

京
に
到
着
し
て
私
は
次
長
達
と
別
れ
叔
父
宅
に
行
っ
た
。
深

夜
、
宣
化
駅
を
発
車
し
た
妻
子
を
の
せ
た
無
蓋
列
車
は
、
ま
も
な

く
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
皆
ズ
ブ
濡
れ
に
な
り
、
家
内
は
死
人
の
如

く
横
た
わ
り
、
独
身
の
坂
本
警
務
指
導
官
に
介
護
さ
れ
、
同
車
中

の
乳
の
出
る
人
か
ら
貰
い
乳
を
し
て
貰
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
乳

を
く
れ
て
い
た
人
も
乳
が
出
な
く
な
り
、
坂
本
君
が
つ
く
っ
て
く

れ
た
人
工
乳
で
ど
う
に
か
し
の
い
で
い
た
ら
し
い
。
大
小
便
等
も

鉄
の
梯
子
か
ら
地
上
に
降
り
て
始
末
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
産
後

間
の
な
か
っ
た
家
内
は
、
そ
れ
が
最
大
の
苦
し
み
だ
っ
た
。
か
く

て
列
車
が
進
む
う
ち
、
引
揚
げ
列
車
の
先
行
を
し
て
い
た
日
本
軍

の
装
甲
列
車
が
、
宣
化
県
懐
来
駅
付
近
で
、
八
路
軍
の
襲
撃
に
あ

い
、
さ
い
わ
い
死
者
は
な
か
っ
た
模
様
だ
が
、
線
路
が
爆
破
さ
れ

た
の
で
、
そ
れ
を
修
理
し
て
出
発
、
翌
日
午
後
三
時
頃
北
京
に
到

着
し
た
。

親
類
、
知
人
等
の
な
い
大
部
分
の
引
揚
げ
者
は
天
津
の
芙
蓉
小

学
校
、
松
島
小
学
校
に
収
容
さ
れ
て
苦
難
の
共
同
生
活
を
し
た

後
、
天
津
の
旧
日
本
軍
の
貨
物
廠
に
移
さ
れ
た
が
、
私
た
ち
は
、

直
接
貨
物
廠
に
収
容
さ
れ
た
。
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
苦
難
の
収

容
所
生
活
の
後
、
博
多
港
に
着
い
た
の
は
十
二
月
十
五
日
で
あ
っ

た
。

青
雲
の
志
を
抱
い
て
渡
航
そ
し
て
引
揚
げ　 

福
島
県
　
神
事
重
人
　 

友
に
す
す
め
ら
れ
、
北
京
に
あ
っ
た
電
力
鉱
業
㈱
に
応
募
し
渡

航
し
た
の
は
、
十
二
年
四
月
だ
っ
た
。
こ
の
会
社
は
発
電
所
、
変

電
所
の
工
事
と
機
械
工
具
の
販
売
を
し
て
い
た
。
私
は
、
販
売
部

に
勤
務
し
、
昭
和
十
三
年
、
太
原
市
に
出
張
所
開
設
、
昭
和
十
四

年
五
月
か
ら
十
六
年
十
二
月
ま
で
太
原
に
勤
務
、
こ
の
間
、
日
本

通
運
の
タ
イ
ピ
ス
ト
だ
っ
た
妻
と
結
婚
し
、
北
京
転
勤
、
十
七
年

長
男
出
産
、
妻
の
両
親
の
も
と
へ
旅
行
し
、
北
京
へ
も
ど
っ
た
ら
、

重
要
産
業
要
員
だ
か
ら
訓
練
校
へ
入
所
の
こ
と
と
総
領
事
館
の
命

が
あ
っ
た
。

三
か
月
あ
ま
り
の
軍
事
訓
練
後
、
日
鉄
鉱
業
武
安
鉱
業
所
に
配

属
、
大
行
山
脈
の
巨
大
な
鉄
鉱
石
の
山
に
入
っ
た
。
不
足
し
た
鉄




